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半金属,金属,イオン結晶などの気体 イオンに関する研究 に10余年 をか




[･こおける界面電気現象の方向を見つめているわけであ る ｡ この間には ,一人ば
っちの孤独な研究者なら誰で も体験 されるであろ う所の辛苦を存分になめさせ
られる破 目となった(, (以上をもって自己紹介と↓ます)o
l) 例 えば.物性論研究 88号 21(1955)
2) 例 えば,物性 第 6巻 ./第8号 400(1965)
細々とした研究 と教育活動の体,5,.%から,考えるに値すると思われる議題を二




き遺産を残 して くれなかった｡ 明治碓新以来,西欧文明:'Il抽入ならび に模政ぶ
りほすさまじく, (先駆者)夏 目軟石の 日記から彼の憂慮の程がしのばれる ｡
猿寅似の傾向は増大の一途をたどり,そのなれの果てが今 日の昭和元録で･ある｡
途中,昭和 20年の終戦 (敗戦)は何か と反省の好機であったけれ ども当時の





以上のような周知の事情の帰結 として, ｢日本qTL関 しては,自然科学t,i西欧
一産の.模倣その ものであって,いわば輸入科学であるO 換言すれば,この日は国
L産自然科学とい った ものをほとんど所有 しない ｣と指摘 された場合,これに対
して,明治から約 100年を経た今日の時点に溺いてもなおどれ程の反論がで
きようか｡
肝心の自然認識 とい う目標を忘却して,輸 入科学の吸収や模倣にのみ汲々と
守 る場合,これが革に自然科学を実 践 していることになるのかどうか? この
ような行為かち 生産 される雑多な論文が 日本文化にどれほど寄与で きるのか ?






をうのみにせず,鏡 としながら,別途, 日本人的感覚 (哲学)の自覚の下&,rL自








-j亡 とい う最宙事渉が憂慮されるに至った今 日,盛に人間性の復活が叫ばれてい
る O ･日本における一人間性の-復活は 日本の宗教 (例 えば禅)によって可能 とみる
_,向きもあるIo輸入科学は月本人の人間性にどのような影響を及ぼしているか?
あくまで も仮定であるが,もし国産自然科学なるものが 日本の宗教哲学の影響





ならない｡ 学生の人間形革は教育目的の一つに振 り上げられてお り,輸入科学
の授業中に人間形成の余地を見出そ うとする苦労は大 きい ｡ 自然科学の教師.た
る者の態度如何 ?
§5 その他,大学間題
前述ol§1と§2(ハ観点に立脚 して大学間題の一都を坂 り上げてみ ようO
教養部では一般教育 を,学部では基礎教育 と専門教育を行な うとされてお り,
一般教育 と基礎教育の相違点がLE,rLは問題yTLされるが,これかヒ対して納得の
い く解答は未だに出されていないようで ある｡ 考 えてみれば,三者の内容はす
べて輸入科学であり,.したがって邑産科学 と倫入科学に分類する限 り,三者は
一括 して輸入科学の所属になる O 三者の区別は,外国ではそれなり-の意義を持
つのかも知れないが, 日本では現状の通 り混迷を生ずる｡ これを打開するため
には,まず手始めに頁産科学をつ くる場の新設が先決 と思われる｡ さし当って
揺 , 高校 と学部の間に位歯する現行の教養部を,例えば,大学付属教育研究所
と改める｡) 同研究所では階散剤 を設けないて,同所の代表者 (巌年長者)の下,




車には同研究所の後半 (2ヶ年)cl応用 コ-ス-進む学生も出るであろ うO こ
(71制度から,よき後進の養成, 日本文化の向上と平和への貢献などが期待で き
そうである｡
これ とは別の制度,例えば,教養 部2ヶ年 を廃止 して学部 4ヶ年 とし,ある
いは大学院大学を新設するなどの制度を提案する人もいるが,この ような制度
から期待で きる成果は_従来 と大差はない と思われる｡大学におい七は,鹿間的
生存磯争の意識 (生活の悪知恵)は禁物であろうO この点,現行の制度にも庵







大学間題において,ふた ことめには, ｢アメ リカではこうである｣とか ｢フ




いかなる面においても日本の葉を発見 し発揮 してはじめて世界の文化 と平和
に貢醸することができるのではないかO
課題の$1と§2は今後,余暇をみつけてゆっ くり学習した り考えた りして
みたい と思っていたものであるが,昨今の大学紛争に刺戟 されたせいか,ここ
に極めて未熟な愚見 (放談)を提供 して瓶 をさらすことになった ｡ 不当な個所
は筆者 自身の反省ないし偏見 とお認めいただければ幸いです｡時節柄,今回の
企画に対し嫡廉部kTLq敬意を表 します O
' (1969.5,24)
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